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そ
の
一
票
　
子
ど
も
の
未
来
も
　
背
負
っ
て
る

県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙

昭
和
58
年
４
月
14
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
平
成
15
年
１
月
３
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
春
日
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

今
年
１
月
４
日
以
降
に
、
県
内
の
他

市
町
村
か
ら
春
日
市
に
転
入
の
届
出
を

し
た
人
は
、
前
の
住
所
地
の
投
票
所（
前

●
福
岡
県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

４
月
13
日
(日)

●
春
日
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

４
月
27
日
(日)

投
票
で
き
る
人

４
月
13
日
AA
は

福
岡
県
知
事
選
挙
と

福
岡
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

ま
た
、
４
月
27
日
AA
は
、
春
日
市
長
選
挙
と
春
日
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時
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の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
場
合)

で
投
票
で
き
ま
す
。(

別

表
※
１)

ま
た
、
春
日
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
が
、
昨
年
12
月
13
日

以
降
に
県
内
の
他
市
町
村
に
１
回
だ
け

住
所
を
移
し
、
ま
だ
そ
の
市
町
村
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
本
市
で
投
票
で
き
ま
す
。（
別
表

※
２
）

い
ず
れ
の
場
合
も
現
住
所
地
の
市
民

課(

住
民
課)

で
無
料
で
交
付
す
る
「
引

き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証

明
書
」
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
投
票
す
る
住
所
地
の
候
補
に

投
票
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

昭
和
58
年
４
月
28
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
平
成
15
年
１
月
19
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
春
日
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

た
だ
し
、
転
入
手
続
き
を
し
て
い
な

い
人
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

「
投
票
所
入
場
整
理
券
」
を
、
県
知

事
・
県
議
会
議
員
選
挙
は
４
月
１
日
c

ご
ろ
、
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
は
４

月
16
日
d
ご
ろ
か
ら
封
書
で
郵
送
し
ま

す
。
封
筒
に
は
、
世
帯
の
有
権
者
全
員

分
の
整
理
券
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、

投
票
の
際
に
は
、
必
ず
自
分
の
も
の
を

切
り
離
し
て
投
票
所
に
持
参
し
、
受
付

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
日
時
や
投
票
場
所
な
ど

の
案
内
も
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
必

ず
読
ん
で
、
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。も

し
、
投
票
所
入
場
整
理
券
が
届
か

な
か
っ
た
り
、紛
失
し
て
し
ま
っ
て
も
、

投票所は全部で11か所。市内

すべての小学校の体育館が投票

所になります。自分の校区の体

育館で投票してください。

「
投
票
所
入
場
整
理
券
」
を忘

れ
ず
に

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投

票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
　
印
か
ん
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

＝コミュニティバス
やよい

＝西鉄バス

投票所案内図
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投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
入
院
な
ど

で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
前
も
っ
て
投

票(

不
在
者
投
票)

し
て
お
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
際
に
は
、
で
き
る
だ

け
、
事
前
に
送
ら
れ
て
く
る
「
投
票
所

入
場
整
理
券
」
に
同
封
し
て
い
る
「
不

在
者
投
票
用
紙
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
に

記
入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
期
間

▽
県
知
事
選
挙
　
４
月
12
日
g
ま
で

▽
県
議
会
議
員
選
挙

４
月
４
日
f
〜
４
月
12
日
g

▽
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

４
月
20
日
a
〜
４
月
26
日
g

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所

市
役
所
４
階
４
０
４
・
４
０
５

会
議
室

ほ
と
ん
ど
の
選
挙
は
、
投
票
用
紙
に

候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
す
る

「
記
名●

式
投
票
」
で
す
が
、
市
長
選
挙

は
、
市
の
条
例
に
基
づ
い
て
「
記
号●

式

投
票
」
で
行
い
ま
す
。

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
全
員
の
氏

名
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
投
票

す
る
候
補
者
の
欄
に
記
載
台
備
え
付
け

の
ス
タ
ン
プ(

は
ん
こ)

を
押
し
て
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
不
在
者
投
票
は
、
す
べ
て

「
記
名●

式
投
票
」
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
選
挙
管
理
委
員
会

1(
584)

１
１
１
１

5(

584)

１
１
３
１

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
不
在
者
投
票
」

市
長
選
挙
は
記
号
式
投
票
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ゴ
ミ
の
出
し
方
・
介
護
保
険

緑のリサイクル

庭木のせん定で出る枝と葉の引き取り(緑のリサイク

ル)は、これまで出し日が決められていました。また、出

し日の１週間前までに収集業者に申し込み、一度に出せ

る分量も束と袋を合わせて５つまでとなっていました。

４月１日からは、利用者と収集業者が話し合って、出

し日(土・日曜日、祝日を除く)や出す分量を決めること

ができるようになります。なお、出せる枝・葉の種類や

出し場所の変更はありません。

粗大ゴミ

粗大ゴミを出すときは、毎月15日までに市役所に電話

で申し込むことになっていましたが、４月１日からは、

毎月20日(g・a・祝日の場合はその前日)までに、収集

を行う業者へ直接申し込むようになります。

受付日時 月～金曜日　午前９時～午後４時

申込先 地区担当の収集業者

せん定枝葉と粗大ゴミ

４月１日から収集方法が変わりました

介
護
保
険
料
は
、
３
年
ご
と
見
直

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状

況
や
利
用
者
の
み
な
さ
ん
の
声
な
ど

を
も
と
に
、
新
し
い
介
護
保
険
料
を

算
定
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
若
い

人
が
多
く
、
高
齢
化
率
の
低
い
春
日

市
は
、
県
下
で
２
番
目
に
低
い
保
険

料
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
納
め
た
介
護
保
険
料

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
重
要
な
財
源
で
す
。
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険
料
の
支
払
い
方
法

年
金
か
ら
天
引
き(

特
別
徴
収)

65
歳
以
上(

第
１
号
被
保
険
者)

で
、

年
金(

老
齢
福
祉
年
金
・
遺
族
年
金

・
障
害
年
金
を
除
く)

の
受
給
年
額

が
18
万
円
以
上
の
人

市
か
ら
送
付
す
る
納
付
書
で
支
払
う

▽
年
金
の
受
給
年
額
が
18
万
円
未
満

の
人

▽
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
人

▽
年
度
の
途
中
で
転
入
し
て
き
た
人

▽
年
度
の
途
中
で
所
得
段
階
が
変
更

に
な
っ
た
人
な
ど

※

年
金
天
引
き
の
要
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
、
翌
年
の
10
月
以
降
、

年
金
天
引
き
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

健
康
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て
支
払
う

40
歳
〜
64
歳
の
人(

第
２
号
被
保
険

者)４
月
か
ら

介
護
報
酬
単
価
も
変
わ
り
ま
し
た

要
介
護
の
状
態
に
な
っ
て
も
、
で
き

る
だ
け
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
、
自
立
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
国
は
介

護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
報
酬

単
価(

利
用
料
金)

を
見
直
し
ま
し
た
。

主
な
変
更
内
容
が
決
ま
り
し
だ
い

市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

３
０
９
０

介
護
保
険
料
の
額
が
変
わ
り
ま
し
た

元
気
な
春
日
市
　
保
険
料
は
低
く
維
持

問い合わせ先 環境対策課

1(584)１１１１　5(584)１１４７

u u
u u u
u u u
u u u

u u u u
u

1

u u u
u u

u u
u u

1

u u u
u

u u u
u u u

1
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国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
の
人
は

す
べ
て
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。た

だ
し
、
支
払
が
困
難
な
人
に
は

支
払
を
免
除
し
た
り
後
払
い
に
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
学
生
の
場
合
は
・
・
・

学
生(

夜
間
部
や
定
時
制
過
程
、

通
信
制
過
程
も
含
む)

で
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
在

学
期
間
中
の
保
険
料
を
猶
予
す
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
万

一
病
気
や
事
故
で
障
害
を
負
っ
た

場
合
、
障
害
基
礎
年
金
を
も
ら
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
年
金
手

帳
▽
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書
▽
印
か
ん

○
そ
の
ほ
か
の
人
は
・
・
・

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

の
支
払
い
が
難
し
く
、
本
人
や
世

帯
主
な
ど
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
は
、
保
険
料
の
支
払
い
を

全
額
も
し
く
は
半
額
免
除
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

支
払
い
を
免
除
さ
れ
た
期
間

は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格

期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
受

け
取
る
年
金
の
額
を
計
算
す
る
と

き
に
は
、
そ
の
期
間
は
、
納
め
た

場
合
の
３
分
の
１(

半
額
免
除
は

３
分
の
２)

の
額
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険

料
は
、
10
年
間
は
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
払
う
こ
と
が
で
き
、
受
け
取
る

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。こ

の
制
度
を
受
け
る
た
め
の
申

請
は
７
月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
14
年
度
分
の
免
除

の
申
請
を
ま
だ
し
て
い
な
い
人

は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
年
金
手

帳
▽
印
か
ん

※

２
年
以
内
に
春
日
市
に
転
入
し

て
き
た
人
は
、
所
得
証
明
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金

課
年
金
担
当

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
４
１

ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金
免
除
制
度

北
部
の
防
災
拠
点
が
誕
生

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部
北
出
張
所

春
日
市
と
那
珂
川
町
北
部
地
域
の
消

防
力
強
化
の
た
め
、
４
月
１
日
、
北
出

張
所
が
市
内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

住
宅
が
密
集
し
て
い
る
こ
の
地
域

は
、
北
出
張
所
の
誕
生
に
よ
り
、
住
宅

火
災
の
未
然
防
止
と
そ
の
被
害
減
少
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

北
出
張
所
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２

階
建
て
で
21
人
の
職
員
と
タ
ン
ク
車
１

台
、
高
規
格
救
急
車
１
台
が
配
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ

さ
い
。

所
在
地

下
白
水
南
３
―
51
―
２

1(

589)

０
１
１
９
　
5(

589)

０
０
９
９

４
月
１
日
か
ら
、
障
害
者
自
ら
が
希

望
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
を
選
択
し
、

事
業
者
と
対
等
な
立
場
で
契
約
を
結
ん

で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
も
ら
う
支
援

費
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

身
近
な
地
域
で
利
用
者
自
身
に
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る

人
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

▽
身
体
障
害
者(

児)

▽
知
的
障
害
者(

児)

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

▽
身
体
障
害
者
入
所
・
通
所
施
設

▽
知
的
障
害
者
入
所
・
通
所
施
設

▽
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

▽
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

※

補
装
具
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付

や
障
害
児
の
施
設
入
所
な
ど
は
支
援

費
制
度
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

障
害
担
当

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

３
０
９
０

支
援
費
制
度
が
始
ま
り
ま
す

申
請
を
お
忘
れ
な
く

△最新鋭の設備を備えた新出張所

緊
急
の
場
合
は

１
１
９
番
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平
成
15
年
度
か
ら
、
固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度

が
変
わ
り
、
見
る
こ
と
の
で
き
る
人
や
内
容
が
拡

充
さ
れ
ま
し
た
。

○
縦
覧
帳
簿
と
は

市
内
全
域
の
土
地
や
家
屋
に
つ
い
て
の
所
在
、

地
番
、
地
目
、
種
類
、
構
造
、
面
積
、
評
価
額

な
ど
を
載
せ
た
台
帳
の
こ
と
で
す
。

▽
土
地
縦
覧
帳
簿

市
内
に
土
地
を
持
っ
て
い
て
そ
の
固
定
資
産

税
を
納
付
し
て
い
る
人
が
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
家
屋
縦
覧
帳
簿

市
内
に
家
屋
を
持
っ
て
い
て
そ
の
固
定
資
産

税
を
納
付
し
て
い
る
人
が
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※

自
分
が
持
っ
て
い
る
土
地
や
建
物
に
つ
い
て
、

詳
し
い
課
税
の
内
容(

課
税
台
帳)

は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
土
地
や
建
物
の
所
有
者
と
委
任
を
受

け
た
人
の
み
が
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
か
ら
借
地
、
借
家
人
で
も
賃

貸
借
契
約
書
な
ど
が
あ
れ
ば
、
自
分
の
住
む
土

地
や
建
物
の
課
税
台
帳
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

縦
覧
期
間

４
月
１
日
c
〜
６
月
２
日
b(

平
日

の
み)

縦
覧
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所

市
税
務
課

持
っ
て
く
る
も
の

来
庁
者
の
印
か
ん

※

代
理
人
の
場
合
は
所
有
者
か
ら
の
委
任
状
と

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

○
平
成
15
年
度
固
定
資
産
税
納
期

第
１
期

５
月
16
日
e
〜
６
月
２
日
b

※

納
税
通
知
書
は
５
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税
担
当

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
４
１

ご
覧
く
だ
さ
い

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

春
日
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
70
歳
未
満
の
人
が
、
１
か
月
の
う

ち
に
同
じ
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療

費
が
下
表
の
「
自
己
負
担
限
度
額
」
を

超
え
た
場
合
は
、
申
請
を
す
る
と
超
え

た
分
の
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
世
帯
の
春
日
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
が
、
医
療
機
関
に
２
万

１，

０
０
０
円
以
上
支
払
っ
た
場
合
が

１
か
月
に
２
回
以
上
あ
り
、
そ
れ
ら
の

合
計
額
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る

と
き
も
払
い
戻
し
を
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
の
対
象
と
な

る
の
は
、
保
険
が
適
用
さ
れ
る
治
療
費

の
み
で
、
入
院
時
の
食
事
代
や
差
額
ベ

ッ
ド
代
な
ど
の
費
用
は
除
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
保
険
証

▽
印
か
ん

▽
病
院
の
領
収
書

▽
払
い
戻
し
金
の
振
込
先
の
わ
か
る
も

の(

郵
便
局
は
不
可)

※

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
市
国
保
以
外
の
人
は
、
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

国
保
担
当

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
４
１

高
額
療
養
費
の
払
い
戻
し

自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
し
た

春日市と福岡市、大野城市、筑

紫野市、太宰府市、那珂川町は、

｢福岡都市圏南部環境行政推進連絡

協議会｣を組織し、共通の課題であ

る｢環境保全｣に取り組んでいます。

４月からは、毎月14日を｢ノーマ

イカーデー｣とし、自動車の使用を

控え、公共交通機関を利用するキ

ャンペーンを行います。星が美し

く見える空気のきれいなまちづく

りを目指しましょう。

共同キャンペーン
u近所への買い物など近距離の外

出には、徒歩か自転車で出かけ

ましょう。

u自動車は、相乗りなど効率的な

使用に努めましょう。

u通勤や通学には、できる限り電

車やバスなどの公共交通機関を

利用しましょう。

問い合わせ先 環境対策課

1(584)1111 5(584)1147

毎月14日は

ノーマイカーデー

注１ 上位所得世帯とは、世帯の国保加入者全員の基礎控除後の所得の合計額が６７０万円を超える世帯の

ことです。所得の申告をしていない国保加入者がいる場合も上位所得世帯とみなされます。

注２ 同じ世帯で12か月間に４回以上高額療養費の払い戻しを受けるときは、４回目からは自己負担限度額

が変わります。



ト
ピ
ッ
ク
ス

8

2003.  4.  1 市報かすが

春日野小学校

伝統の道徳教育が評価
このほど春日野小学校が、福岡県教育文化表彰の学校教

育部門で表彰されました。これは、開校以来道徳教育の研

究を推進してきたことが評価されてのものです。中でも、

同校は、朝のあいさつ運動と異学年交流(縦割り活動)に力

を入れてきました。

３月７日、卒業式を前に行われた６年生のお別れ会では、

これまでお世話になった６年生に対し、各学年から心のこ

もった歌や演奏が贈られました。

また、縦割り活動で交流のあった下級生約20人が、｢み

なさんのような６年生になれるようがんばります｣と、こ

れまでの感謝の気持ちを込めてあいさつしてくれました。

春日北小学校PTA

「優良ＰＴＡ文部科学大臣賞」を受賞
春日北小学校のＰＴＡが、「優良ＰＴＡ文部科学大臣賞」

を受賞し、３月９日、受賞記念式典が行われました。

これは、保護者一人ひとりが進んで何か一つの役を引き

受けてＰＴＡ活動に参加しようという同校の「サポーター

制度」が認められたもの。とりわけ、保護者による全クラ

スでの「朝の読み聞かせ」や感性を育てるコンサートなど

の児童文化活動に全員が一丸となって取り組んできまし

た。

式典では、日高
ひ だ か

篤志
あ つ し

会長が、「これからも地域と学校を

結ぶ架け橋となって活動していきます」と決意を新たにし

ていました。

春日小学校父母教師会

(財)日本ＰＴＡ全国協議会会長賞
春日小学校の父母教師会が、7日本ＰＴＡ全国協議会会

長賞と福岡県教育文化表彰を同時に受賞しました。

これは、同会が、学校内のボランティア６団体と積極的

に連携し、読み聞かせや草取りなどの校内活動に努めてき

たこと、「かすがっ子ワイワイ祭り」と称して、毎年地域

住民にも開かれたＰＴＡ活動を展開していること、さらに、

年間を通してのパトロール活動など、児童の登下校時の安

全確保を積極的に行ってきたことなどが評価されたもので

す。

３月６日、受賞のお披露目を兼ねて行われたマリンバと

ピアノの演奏会では、全校生徒が先生たちと一緒に楽しい

一時を過ごしました。

△表彰状を披露する日高PTA会長

△下級生が歌のプレゼント

△演奏の合間に子どもたちと交流する演奏者
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春日北小学校 春日西中学校

卒　業　式 春日原小学校

星雲
せい う ん

ホール完成
文化的な行事に利用できる多目的ホール｢星雲ホール｣

が、春日西中学校にでき、完成記念式典が、３月12日に

行われました。

出席したのは、ＰＴＡや自治会長、教師そして卒業を間

近に控えた３年生。式典では｢音楽の玉手箱コンサート｣が

行われ、バイオリンとピアノの心地よい音色が、ホール内

に響き渡りました。また、吹奏楽部が「世界に１つだけの

花」などをもうすぐ卒業する３年生へ贈りました。

樋口
ひ ぐ ち

紳一郎
しんいちろう

校長は｢生徒の活動を主に、地域との交流の

場として活用してもらいたいですね｣と、新しいホールに

期待を寄せていました。

多目的室とプールができました
いろいろな屋内行事に利用できる多目的室が完成した春

日北小学校で、３月９日、記念式典が行われ、５・６年生

やＰＴＡ、地域住民などが出席して完成を祝いました。

この建物は、鉄筋コンクリート造り、広さ約400㎡のホ

ールで、屋上にはプールも造られています。

遺跡の多い地区にふさわしく、外観は弥生式住居がデザ

インされ、玄関正面には「わたしたちの奴国
な こ く

」と題した今

年の卒業生の見事な壁画が飾られています。

ホールは、音響効果も優れており、視聴覚授業やミニコ

ンサートなどにも活用することができます。

式典では、６年生を代表して泉田
いずみだ

鉄平
てっぺい

さんが、「いつま

でも大切に使ってほしいです」とあいさつしました。

（広報レポーター　山脇
やまわき

友子
と も こ

）

それぞれの夢に向かってはばたいて
３月14日、市内６つの中学校で一斉に卒業式が行われ

ました。

春日東中学校では、厳粛な雰囲気で式がとり行われ、２

５６人が卒業しました。

すばらしい歌声を披露した式歌斉唱の際には、長いよう

で短かった３年間の思い出を振り返り、涙が止まらない卒

業生や先生もいました。

古田
ふ る た

義行
よしゆき

校長は｢義務教育を終え、これからますます厳

しい道が続きます。しかし、自分の可能性を信じて、何事

にも前向きに挑戦することを忘れないでください｣と、大

きな門出を迎えた卒業生にエールを送りました。

地域住民に感謝を込めて招待給食
２月26日、春日原小学校で招待給食が行われ、地域の

お年寄りや自治会の役員、ゲストティーチャーなど20人

が子どもたちと一緒に給食を楽しみました。

これは、日ごろの教育活動への協力に感謝するため、学

習発表会に合わせて招待したものです。参加者は午前中に

全学年の発表を見学した後、各クラスに分散し、子どもた

ちと仲良く机を並べてマーボ豆腐や中華風スープをおいし

そうに食べていました。

子どもたちも、すっかり顔なじみになっているお客様だ

けに、打ち解けた様子で会話を弾ませていました。

(広報レポーター　鬼塚
おにづか

文子
ふ み こ

)

△音楽の玉手箱コンサートでこけら落とし△記念式典に花を添えた筑紫
ち く し

寿楽
じゅらく

さん(右)の太鼓演奏

△鶴田
つ る た

自治会長と楽しく食事する３年２組の子どもたち△先生や保護者への感謝の気持ちを込めて答辞を
読む生徒会長の松村

まつむら

実咲
み さ き

さん
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課
の
新
設

○
管
財
課

公
共
施
設
の
建
築
や
維
持
管
理
、
市

営
住
宅
の
事
務
に
対
応
す
る
た
め
で

す
。

○
都
市
整
備
課

再
開
発
や
街
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

課
の
名
称
変
更

○
厚
生
課→

福
祉
計
画
課

「
地
域
福
祉
計
画
」
作
成
や
部
の
庶

務
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
で
す
。

○
用
地
施
設
課→

用
地
防
災
課

消
防
防
災
業
務
が
加
わ
っ
た
た
め
で

す
。

担
当
の
新
設

○
こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支
援
担
当

平
成
16
年
度
に
完
成
予
定
の
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー(

仮
称)

」
の
準
備

事
務
を
行
い
ま
す
。

○
社
会
教
育
課
国
民
文
化
祭
担
当

平
成
16
年
度
に
行
わ
れ
る
国
民
文
化

祭
の
事
務
を
担
当
し
ま
す
。

○
健
康
課
療
育
担
当

福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
内
の
「
く
れ
よ
ん

ク
ラ
ブ
」
の
事
務
を
担
当
し
ま
す
。

○
用
地
防
災
課
消
防
防
災
担
当

消
防
業
務
や
防
災
計
画
な
ど
の
事
務

を
担
当
し
ま
す
。

担
当
の
名
称
変
更

○
厚
生
課
厚
生
担
当→

福
祉
計
画
課
地

域
福
祉
担
当

「
地
域
福
祉
計
画
作
成
」
の
事
務
に

対
応
す
る
た
め
で
す
。

○
人
権
女
性
政
策
課
男
女
平
等
推
進
担

当→

人
権
女
性
政
策
課
男
女
共
同
参

画
担
当

よ
り
ふ
さ
わ
し
い
名
称
に
変
更
し
ま

し
た
。

○
教
務
課
庶
務
担
当→

教
務
課
庶
務
給

食
担
当

中
学
校
給
食
の
開
始
に
よ
る
事
務
に

対
応
す
る
た
め
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

人
事
法
制
課
人
事
担

当

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
４
５

受
付
窓
口
の
変
更

管
財
課
の
新
設
に
伴
い
、
市
営
住

宅
に
関
す
る
窓
口
が
、
１
階
の
厚
生

課
か
ら
５
階
の
管
財
課
へ
移
動
し
ま

し
た
。

よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
、
平
成
15
年
度
か
ら

市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す
。

４
月
１
日

市
役
所
の
組
織
を
再
編
成

※　部・課はすべて表示していますが、担当(係)は変更になった主なものを記載しています。



筑
紫
地
区
４
市
１
町
の
ア
マ
チ
ュ
ア

コ
ー
ラ
ス
15
団
体
が
１
年
間
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で

す
。

日
時

４
月
27
日
A

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル

（
大
野
城
市
曙

あ
け
ぼ
の

町
２
―
３
―
１
）

問
い
合
わ
せ
先

コ
ー
ル
シ
ャ
ト
ー

永
嶋

な
が
し
ま

1(

571)

４
０
９
１(

5
兼
用)

５
月
は
「
野
外
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
行

い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
の
中
、
み
ん
な

で
食
事
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

５
月
10
日
G

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

か
す
が
の
森
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

(

大
野
城
市
牛
頸

う
し
く
び

２
３
７
４
―

２)

※

現
地
ま
で
の
交
通
手
段
が
な
い
人

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

参
加
費(

一
人)

３
０
０
円
程
度

定
員

30
人
程
度(

申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選)

申
込
方
法

４
月
26
日
G
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４
　
5(

585)

１
６
３
４

か
す
が
の
森
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド(

市

野
外
活
動
場)

内
の
星
の
館(

天
体
観
測

所)

で
は
、
毎
月
星
の
観
望
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
４
月
は
し
し
座
な
ど
春
の

星
座
が
楽
し
め
ま
す
。

日
時

４
月
26
日
G

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

※

天
候
次
第
で
は
場
内
の
活
動
セ
ン

タ
ー
で
星
の
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

場
所

か
す
が
の
森
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

星
の
館(

大
野
城
市
牛
頸

う
し
く
び

２
３

７
４
―
２)

参
加
費

▽
高
校
生
以
上
　
２
０
０
円

▽
中
学
生
以
下
　
１
０
０
円

定
員

20
人
程
度(

申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選)

※

中
学
生
以
下
の
参
加
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

４
月
18
日
F
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４
　
5(

585)

１
６
３
４

春
日
市
や
那
珂
川
町
の
大
正
琴
愛
好

者
約
３
０
０
人
に
よ
る
演
奏
会
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

４
月
20
日
A

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル(

大
谷
６
―
24)

演
奏
曲
目

▽
宇
宙
船
艦
ヤ
マ
ト
▽
亜

麻
色
の
髪
の
乙
女
▽
暴
れ
ん
坊

将
軍
▽
涙
の
リ
ク
エ
ス
ト
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

栗
原

く
り
は
ら

1(

954)

２
３
０
８(

5
兼
用)

○
幼
児
水
泳
教
室

夏
に
な
る
前
に
、
水
に
慣
れ
る
練

習
を
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
・
定
員

水
の
苦
手
な
４
歳
以

上
の
未
就
学
児
・
20
人

日
程

５
月
８
日
〜
６
月
26
日
の
毎

週
木
曜
日(

全
８
回)

時
間

午
後
３
時
〜
５
時

○
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ク
ア
教
室

水
中
運
動
で
、
日
ご
ろ
の
疲
れ
を

解
消
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
・
定
員

18
歳
以
上
の
人
・
30

人

日
程

５
月
23
日
〜
７
月
11
日
の
毎

週
金
曜
日(

全
８
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

○
高
齢
者
の
た
め
の
水
中
運
動
教
室

高
齢
初
心
者
対
象
の
生
き
が
い
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
教
室
で
す
。

対
象
・
定
員

60
歳
以
上
の
人
・
30

人

日
程

５
月
６
日
〜
７
月
８
日
の
毎

週
火
曜
日(

全
８
回)

※

５
月
20
日
、
６
月
17
日
を
除
き

ま
す
。

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

参
加
費

２，

０
０
０
円

※

高
齢
者
の
た
め
の
水
中
運
動
教
室

は
、
１，

５
０
０
円
で
す
。

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
６
―
28)

申
込
方
法

４
月
13
日
A
午
後
５
時
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ま
た
は
直
接
窓
口
で
教
室
名
、

住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名(

ふ

り
が
な)

、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、
当
プ
ー
ル
教
室
参
加

経
験
の
有
無
を
伝
え
る

※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結

果
は
当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

1(

915)

３
５
０
０
　
5(

585)

１
６
３
４

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
し

て
い
る
18
歳
以
上
の
障
害
を
持
つ
人
を

対
象
に
し
た
水
泳
教
室
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す

日
程

５
月
８
日
〜
平
成
16
年
３
月
11

日
の
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

時
間

午
後
７
時
〜
８
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
６
―
28
）

定
員

30
人

申
込
方
法

４
月
18
日
F
ま
で
に
、
申

込
書
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
票
に
記

入
し
て
直
接
持
参
す
る
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
す
る

※

申
込
書
は
、
福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
か

高
齢
障
害
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

３
０
９
０

筑
紫
地
区
コ
ー
ラ
ス
交
流
会

合
同
発
表
会

イ
ベ
ン
ト�

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

お
知
ら
せ

11

大
正
琴
発
表
演
奏
会

星
の
観
望
会

か
す
が
の
森
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

サ
タ
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ふ
れ
あ
い
探
険
隊
第
２
弾

ス
ポ
ー
ツ�

温
水
プ
ー
ル

水
泳
教
室
受
講
生
募
集

障
害
者
水
泳
教
室

参
加
者
募
集



受
講
料

２，

０
０
０
円(

材
料
費
を

含
む)

※

託
児(

生
後
５
か
月
〜
就
学
前)

は

一
人
２，

０
０
０
円
で
す
。

応
募
方
法

４
月
30
日
D(

必
着)

ま
で

に
、
封
書
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名(

ふ
り
が
な)

、
託
児
希
望

の
子
ど
も
の
名
前(

ふ
り
が
な)

・
呼
び
名
・
生
年
月
日
、
電
話

番
号
、
あ
れ
ば
所
属
サ
ー
ク
ル

名
を
書
い
た
メ
モ
と
80
円
切
手

１
枚
を
同
封
し
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
青
少
年
育

成
市
民
会
議(

〒
816
―
０
８
３

１
大
谷
６
―
24
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
社
会
教
育
課
内)

1(

575)

４
１
２
１
　
5(

593)

７
３
８
０

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
35
歳

ま
で
の
勤
労
者
を
対
象
と
し
た
初
心
者

向
け
の
講
座
で
す
。

○
初
心
者
ゴ
ル
フ
教
室

期
間

５
月
６
日
〜
８
月
12
日
の
毎

週
火
曜
日(

全
12
回)

※
　
第
３
火
曜
日
を
除
き
ま
す
。

場
所

ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド(

大
野
城

市
牛
頸

う
し
く
び

４
４
０
―
７)

○
中
華
ア
レ
ン
ジ
料
理
教
室

期
間

５
月
13
日
〜
７
月
22
日
の
第

２
・
４
火
曜
日(

全
６
回)

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

(

大
谷
６
―
24)

○
役
に
立
つ
英
会
話
教
室

期
間

５
月
７
日
〜
７
月
23
日
の
毎

週
水
曜
日(

全
12
回)

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
習
室

(

大
谷
６
―
28)

○
初
心
者
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

期
間

５
月
８
日
〜
７
月
24
日
の
毎

週
木
曜
日(

全
12
回)

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

○
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

期
間

５
月
２
日
〜
７
月
18
日
の
第

１
・
３
金
曜
日(

全
６
回)

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
習
室

○
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
教
室

期
間

５
月
９
日
〜
７
月
25
日
の
第

２
・
４
金
曜
日(

全
６
回)

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
習
室

受
講
料

各
１，

０
０
０
円

※

ほ
か
に
実
費
が
必
要
な
講
座
も
あ

り
ま
す
。

時
間

午
後
７
時
〜
９
時(

ゴ
ル
フ
教

室
は
午
後
７
時
30
分
〜
９
時)

定
員

各
20
人(

ゴ
ル
フ
教
室
は
10
人)

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定

し
ま
す
。

申
込
方
法

４
月
15
日
C(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

希
望
す
る
教
室
名
、
住
所
、
氏

名(

ふ
り
が
な)

、
年
齢
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
を

書
い
て
、
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
係(

〒
816

―
０
８
３
１
大
谷
６
―
28
）

1(

571)

３
２
３
４
　
5(

585)

１
６
３
４

お
知
ら
せ

12

2003.  4.  1 市報かすが

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
し

て
い
る
高
校
生
以
上
の
初
心
者
を
対
象

と
し
た
弓
道
教
室
で
す
。

日
程

５
月
７
日
D
〜
７
月
11
日
F
の

毎
週
水
・
金
曜
日(

全
20
回)

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
弓
道

場(

大
谷
６
―
28)

定
員

20
人(

申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選)

費
用

２，

４
０
０
円(

ス
ポ
ー
ツ
傷

害
保
険
料
、
消
耗
品
代
と
し

て)

※

道
具
は
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
。

運
動
の
で
き
る
服
装
と
白
い
靴
下
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

４
月
30
日
D(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
書

い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

本
村
剛

も
と
う
ら
つ
よ
し(

〒

816
―
０
８
６
１
岡
本
５
―
28)

1(

571)

０
５
４
３

市
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
市
内

唯
一
の
軟
式
野
球
チ
ー
ム
で
す
。

練
習
日
時

毎
週
月
・
金
曜
日

午
後
５
時
〜
７
時

練
習
場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド(
大
谷
６
―
28)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
比
留

あ

び

る

1
090(

３
３
２
２)

１
０
７
８

妊
婦
か
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者
を
対
象
に
、
子
育
て
に
関
す

る
講
座
を
行
い
ま
す
。

日
程

５
月
28
日
〜
７
月
16
日
の
毎
週

水
曜
日(

全
８
回)

定
員

40
人(

応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選)

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー(

大

谷
６
―
24)

小
川

お
が
わ

春
菜

は
る
な

ち
ゃ
ん
（
桜
ヶ
丘
）

平
成
13
年
４
月
23
日
生

三
好

み
よ
し

慶
哉

け
い
や

ち
ゃ
ん
（
弥
生
）

平
成
14
年
４
月
８
日
生

井
上

い
の
う
え

桜さ
く
ら

ち
ゃ
ん
（
光
町
）

平
成
13
年
４
月
22
日
生

青
木

あ
お
き

海
優

み

ゆ

ち
ゃ
ん（
春
日
）

平
成
13
年
４
月
４
日
生

石
丸

い
し
ま
る

諒
典

り
ょ
う
す
け

ち
ゃ
ん（
弥
生
）

平
成
14
年
４
月
６
日
生

弓
道
初
心
者
教
室
生
募
集

春
日
少
年
野
球
部

部
員
募
集講

　
座�

春
日
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

「
子
育
て
講
座
」
受
講
生
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
教
養
講
座

受
講
生
募
集



高
齢
者
が
、
仲
間
づ
く
り
や
社
会
参

加
の
機
会
を
作
る
た
め
の
講
座
で
す
。

今
年
度
は
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う

時
間
も
作
り
ま
す
。

受
講
期
間

６
月
５
日
E
〜
平
成
16
年

２
月
26
日
E

対
象
者

筑
紫
地
区
内
に
住
む
60
歳
以

上
の
人
で
、
基
礎
科
目
と
選
択

専
門
科
目
の
両
方
を
継
続
し
て

受
講
で
き
る
人

○
基
礎
科
目

日
時

毎
月
第
１
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

太
宰
府
市
中
央
公
民
館(

太

宰
府
市
観
世
音
寺

か

ん

ぜ

お

ん

じ

１
―
３
―

１)

○
選
択
専
門
科
目

日
時

毎
月
第
２
・
３
・
４
木
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

内
容
・
場
所

▽
俳
句
コ
ー
ス
・
大
野
城
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー(

大
野
城
市
曙

あ
け
ぼ
の

２
―

３
―
１)

▽
健
康
コ
ー
ス(

健
康
体
操
な
ど)

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(

筑
紫
野
市
二
日
市
南

ふ
つ
か
い
ち
み
な
み

１
―
９
―

３)

▽
音
楽
コ
ー
ス(

合
唱
、
リ
ズ
ム
体

操
な
ど)

那
珂
川
町
中
央
公
民
館(

那
珂
川

町
後
野

う
し
ろ
の

１
２
０)

▽
歴
史
コ
ー
ス(

筑
紫
地
区
郷
土
史)

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー(

大
谷

６
―
24)

▽
伝
承
工
芸
コ
ー
ス(

竹
細
工
、
折

り
紙
、
わ
ら
細
工
な
ど)

太
宰
府
市
中
央
公
民
館

定
員

各
40
人(

申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選)

参
加
費

３，

０
０
０
円

※

ほ
か
に
選
択
専
門
科
目
で
の
教
材

費
な
ど
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

４
月
30
日
D
ま
で
に
、
市

社
会
教
育
課
に
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

す
る

※

受
付
は
、
平
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
ま
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
太
宰
府
市
中
央
公
民
館

1(

921)

２
１
０
１
5(

921)

２
１
０
１

▽
市
社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１
5(

593)

７
３
８
０

交
流
を
通
し
て
、
子
育
て
を
支
援
す

る
会
で
す
。
月
２
、
３
回
程
度
の
学
習

会
を
行
い
ま
す
。

み
ん
な
で
「
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
の
小
・
中
学
生
の
保
護
者

期
間

５
月
〜
平
成
16
年
３
月

(

開
講
式
　
５
月
９
日
F)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

※

午
後
７
時
〜
９
時
の
学
習
会
も
あ

り
ま
す
。

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー(

大

谷
６
ー
24)

参
加
費(

年
間)

１，

５
０
０
円

※

一
人
１，

５
０
０
円(

年
間)

で
託

児
も
行
い
ま
す
。

申
込
方
法

４
月
21
日
B(

必
着)

ま
で

に
、
申
込
書
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
す

る
か
直
接
提
出
す
る

※

申
込
書
は
、
学
校
を
通
じ
て
配
布

し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１
　
5(

593)

７
３
８
０

お
知
ら
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

みてみてきいて�

初冬を迎えるころ南天が
少しずつ色づき始める。す
ると、無性に母の実家の風
景が恋しく思い出される。
山深い峠に位置する母の

実家は、日当たりがよく、
竹林や日田杉に囲まれ、豊
かな自然に恵まれていた。
四季折々の野鳥が飛び交い、
深い井戸水がこんこんと湧
き出ていた。
夏になるとスイカを井戸

につるして冷やし、冬とも
なれば軒下のツララを取り、
霜柱を踏みしめて遊んだ。
しんしんと降り積もる深

夜の雪に、時折月光が差し
込むと、青白く輝く幻想的
な世界へと誘ってくれた。
静寂をつんざくような音に
耳を澄ませると、雪の重み
に耐えかねた竹のしなる音
が響き渡る。真夜中のドラ
マは、親にはぐれた子ギツ
ネの泣き声まで演出してく
れ、物悲しげな声は今でも
耳に焼き付いている。池の
水はスケートができるほど
に凍り付いて、光を放って
いた。
垣根代わりに広い敷地を

囲む南天は、真っ赤なルビ
ーのように輝き、大きな一
房となった実は、寒風にゆ
れても、一粒とてこぼれる
ことは無かった。
南天の赤い実は、なぜか

しつけの厳しかった母と重
なる。今年は24回忌。南天
の赤い実を手のひらに乗せ
て、そっと｢おかあさん｣と
呼んでみた。

南天によせて

吉満
よしみつ

さかえさん

最
近
、「
新
聞
購
読
の
契
約
を
し

た
け
れ
ど
、
解
約
し
た
い
」
と
い
っ

た
相
談
が
た
び
た
び
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

数
年
前
に
新
聞
の
契
約
を
結
ん
だ

こ
と
を
忘
れ
て
い
て
、
重
複
し
て
別

の
新
聞
契
約
を
結
ん
で
し
ま
っ
た
と

い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
、
こ
の

よ
う
な
場
合
、
契
約
書
の
控
え
を
紛

失
し
て
、
契
約
内
容
の
真
偽
が
確
認

で
き
な
い
こ
と
が
大
半
で
す
。

基
本
的
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

で
し
ょ
う
。

春
日
市
消
費
者
相
談
窓
口

日
時

毎
週
月
・
木
曜
日(

祝
日
の

際
は
翌
日)

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

市
役
所
２
階
市
民
相
談
室

※

電
話
に
よ
る
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。

相
談
電
話

1(

584)

１
１
１
１

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課

1(

584)

１
１
１
１
5(

584)

１
１
５
３

フ
期
間(
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
か

ら
８
日
以
内)
を
過
ぎ
る
と
、
契
約
者

の
都
合
に
よ
る
一
方
的
な
解
約
は
で
き

ま
せ
ん
。
契
約
す
る
と
き
に
は
、
契
約

期
間
な
ど
を
よ
く
確
認
し
た
う
え
で
、

契
約
書
に
サ
イ
ン
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

契
約
書
の
控
え
は
、
契
約
期
間
が
終
わ

る
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。契

約
期
間
は
、
転
居
な
ど
予
定
外
の

こ
と
も
考
え
、
長
期
間
の
契
約
や
何
年

も
先
の
契
約
は
、
避
け
た
ほ
う
が
よ
い

消
費
生
活
注
意
報
　

新
聞
の
契
約
は
慎
重
に

　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

家
庭
教
育
学
級(

び
ぎ
ん
ざ
・
ね
っ
と)

15
年
度
学
級
生
募
集

平
成
15
年
度
筑
紫
地
区
高
齢
者
大
学

受
講
生
募
集
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毎
月
１
回
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で

開
催
す
る
成
人
を
対
象
と
し
た
公
開
講

座
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

４
月
17
日
E

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル(

大
谷
６
―
24)

講
師

三
浦

み

う

ら

清
一
郎

せ
い
い
ち
ろ
う

さ
ん(

社
会
教
育
・

生
涯
学
習
研
究
者)

※

託
児(

２
０
０
円
・
定
員
10
人)

や

手
話
通
訳(

無
料)

が
必
要
な
人
は
、

４
月
10
日
E
ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

公
民
館
担
当

1(

575)

４
１
２
１
　
5(

593)

７
３
８
０

健
康
増
進
や
疾
病
の
予
防
の
た
め
の

講
座
で
す
。

９
月
ま
で
、
毎
月
第
４
土
曜
日
に
テ

ー
マ
を
変
え
て
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

日
時

４
月
26
日
G

午
後
１
時
〜
３
時

会
場

久
留
米
赤
十
字
会
館
３
階
研
修

室
１(

久
留
米
市
宮
ノ
陣

み
や
の
じ
ん

３
―

４
―
27
）

講
師

岡
山

お
か
や
ま

昌
弘

ま
さ
ひ
ろ

さ
ん(

今
津

い

ま

づ

赤
十
字

病
院
院
長)

募
集
人
員

１
０
０
人(
申
込
先
着
順)

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

久
留
米
赤
十

字
会
館
久
留
米
講
習
普
及
セ
ン

タ
ー

1
０
９
４
２(

36)

５
８
５
８

5
０
９
４
２(

36)

６
０
０
９

家
族
一
人
ひ
と
り
が
心
の
安
ら
ぎ
を

得
ら
れ
る
家
庭
に
す
る
た
め
に
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
、
託
児(

無
料)

も
行

い
ま
す
。

日
時

４
月
20
日
A

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

(

原
町
３
―
１
―
７)

定
員

３
０
０
人(

申
込
先
着
順)

講
師

^
倫
理
研
究
所
研
究
員

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

小
楠

お

ぐ

す

1(

595)

０
３
４
８(

5
兼
用)

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
、
地
域
の

青
年
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
海
外
研
修

で
す
。

日
程

８
月
16
日
G
〜
24
日
A

※
　
事
前
・
事
後
研
修
も
あ
り
ま
す
。

訪
問
国

▽
大
韓
民
国(

ソ
ウ
ル)

▽
中
華
人
民
共
和
国(

北
京
・
西
安)

対
象
・
募
集
人
員

▽
班
長
　
30
〜
39
歳
の
人
・
２
人

▽
一
般
団
員
　
20
〜
29
歳
の
人
・
28
人

※
　
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
で
す
。

参
加
費

７
万
３，

０
０
０
円(

班
長

は
無
料)

※

こ
の
ほ
か
に
、
旅
券
取
得
経
費
や

事
前
・
事
後
研
修
参
加
経
費
な
ど
が

必
要
で
す
。

申
込
方
法

５
月
12
日
B(

必
着)

ま
で

に
、
指
定
の
申
込
用
紙
で
直
接

ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
む

※

申
込
用
紙
は
、
県
青
少
年
課
と
市

社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

選
考
方
法

５
月
18
日
A
に
行
う
面
接

な
ど
に
よ
り
選
考

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
生
活
労
働

部
青
少
年
課
育
成
係(

〒
812
―

８
５
７
７
福
岡
県
庁)

1(

643)

３
３
８
７
　
5(

643)

３
３
８
９

h
ttp
://w
w
w
.yn
w
-kyu

sh
u
.o
rg

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ジ

ャ

イ

カ(

国
際
協
力
事
業
団)

は
、

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

○
青
年
海
外
協
力
隊
・
日
系
社
会
青
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象

平
成
15
年
５
月
20
日
現
在
、

満
20
〜
39
歳
で
日
本
国
籍
を

持
つ
人

派
遣
期
間

２
年

○
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象

派
遣
時
点
で
満
40
〜
69
歳
で

日
本
国
籍
を
持
つ
人

派
遣
期
間

１
年
ま
た
は
２
年

説
明
会

日
時

４
月
15
日
C
・
24
日
E
、
５

月
１
日
E
・
14
日
D

午
後
６
時
30
〜
８
時
45
分

会
場

ア
ク
ロ
ス
福
岡
大
会
議
室
ま

た
は
円
形
ホ
ー
ル(

福
岡
市

中
央
区
天
神

て
ん
じ
ん

１
―
１
―
１)

応
募
期
限

５
月
20
日
C

※

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九

州
国
際
セ
ン
タ
ー

1
０
９
３(

671)

８
３
４
９

5
０
９
３(

682)

１
１
０
６

h
ttp
://w
w
w
.jica.g

o
.jp
/

　写真は、お子さんの顔が大き
く写っているもので、裏にお子
さんの氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。�
　対象は３歳までで、5月1日ま
での到着分の中から抽選で決定
します。�

平
良

た
い
ら

洋
祐

よ
う
す
け

ち
ゃ
ん
（
下
白
水
北
）

平
成
13
年
４
月
17
日
生

平
野

ひ
ら
の

杏
樹

あ
ん
じ
ゅ

ち
ゃ
ん
（
宝
町
）

平
成
13
年
４
月
６
日
生

平
田

ひ
ら
た

史
弥

ふ
み
や

ち
ゃ
ん（
春
日
）

平
成
14
年
４
月
７
日
生

鈴
木

す
ず
き

花
音

か
の
ん

ち
ゃ
ん
（
下
白
水
北
）

平
成
12
年
４
月
20
日
生

赤
十
字
公
開
講
座

「
老
年
医
学
か
ら
み
た
痴ち

呆ほ
う

」

募
　
集�

ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ウ
ィ
ン
グ
九
州

福
岡
県
団
員
募
集

中
央
公
民
館
教
養
講
座

「
熟
年
活
力
と
生
涯
学
習
」

講
　
演�

倫
理
文
化
講
演
会

「
家
庭
づ
く
り
の
心
得
」

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集



沖
縄
で
の
研
修
を
通
し
て
団
体
生
活

を
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

日
程

８
月
１
日
F
〜
５
日
C(

４
泊

５
日)

※

行
き
は
航
空
機
、
帰
り
は
船
を
利

用
し
ま
す
。
な
お
、
事
前
に
３
回
、

事
後
に
１
回
の
研
修
が
あ
り
ま
す
。

内
容

海
洋
研
修
、
平
和
学
習
、
体
験

学
習

参
加
費

▽
小
学
生
　
５
万
９，

０
０
０
円

▽
中
学
生
　
６
万
３，

０
０
０
円

※

こ
の
ほ
か
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
ア

ル
バ
ム
な
ど
の
費
用
と
し
て
１
万
円

程
度
必
要
で
す
。

な
お
、
母
子
家
庭
・
心
身
障
害
児

・
生
活
保
護
世
帯
な
ど
に
は
、
参
加

費
の
半
額
を
助
成
す
る
制
度
（
所
得

制
限
あ
り)

が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
数(

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選)

▽
小
学
生
　
70
人

▽
中
学
生
　
10
人

応
募
方
法

５
月
20
日
C(

必
着)

ま
で

に
、
学
校
か
事
務
局
に
あ
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
郵
送
ま
た
は
事
務
局
に
直
接

申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
少
年

の
船
実
行
委
員
会
事
務
局
（
〒

816
―
０
８
３
１
大
谷
６
―
24
ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

1(

584)

２
１
９
０(

5
兼
用
）

あ
な
た
の
地
域
で
も
、
子
ど
も
た
ち

が
元
気
に
遊
べ
る
広
場
「
ア
ン
ビ
シ
ャ

ス
広
場
」
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
は
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の

た
め
に
県
が
進
め
て
い
る
事
業
で
、
放

課
後
や
休
日
に
、
子
ど
も
た
ち
が
気
軽

に
立
ち
寄
り
、
自
由
に
遊
べ
る
「
居
場

所
」
を
作
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

地
域
の
公
民
館
や
集
会
所
な
ど
を
利

用
し
て
週
２
回
以
上
開
所
す
る
団
体
に
、

開
所
日
数
な
ど
の
条
件
に
応
じ
て
１
０

０
万
円
以
内
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法

５
月
15
日
E
ま
で
に
、
申

請
書
な
ど
を
提
出
す
る

※

申
請
書
な
ど
は
、
４
月
中
旬
以
降

に
市
社
会
教
育
課
で
配
布
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当

1(

575)

４
１
２
１
　
5(

593)

７
３
８
０

▽
県
青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
推
進

室
1(

643)

３
４
０
２

小
学
３
年
生
以
上(

高
校
生
以
下)

の

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

日
程

５
月
２
日
F
〜
５
日
B
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ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
募
集

第
22
回
春
日
市
少
年
の
船

団
員
募
集

先方への電話は４月１日以
降にお願いします。

【ゆずります】
●ベビークーハンuふとん、
ほろ付u千円u宮崎

みやざき

1070
(6366)1320
●雪印粉ミルクu未開封u

950ｇ３缶セットu５千円
●搾乳機u手動式u搾乳パ
ック付きu500円u松尾

ま つ お

1

090(5721)6108(午後６
時以降)

【ゆずってください】
●Ｂ型ベビーカーu無料で
u味園

み そ の

1(915)4677
●ベビーラックuスイング
式u３千円●ベビーゲート
uつっぱり式u幅94㎝で使
用可u２千円●マタニティ
服u夏用●布おむつuいず
れも無料でu中野

な か の

1(593)
3122
●ピアノ(キーボード可)●
サクソホン(サックス)uい
ずれも無料でu池田

い け だ

1090
(2393)8257

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿

名は不可)、電話番号、品物
名(色、サイズ、特徴など詳
しく)、有料・無料の別(有
料の場合は１万円を上限と
する希望価格)などを書いて
市役所広報担当に送ってく
ださい。

※ このコーナーは、リサ
イクルを進めるための伝
言板です。営利目的での
利用はご遠慮ください。
なお、品物の引き取り

方法やクレームについて
は、直接当事者間で話し
合ってください。

行
先

韓
国
釜
山

ぷ

さ

ん

市

参
加
費(

保
険
料
別)

▽
12
歳
未
満
　
３
万
４，

８
０
０
円

▽
12
歳
以
上
　
３
万
９，

８
０
０
円

募
集
締
切

４
月
17
日
E

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー

遊
び

塾
あ
り
ギ
リ
ス
事
務
局

1(

846)

０
８
４
６
　
5(

846)

０
４
１
５

受
験
資
格(

い
ず
れ
か)

▽
昭
和
51
年
４
月
２
日
〜
昭
和
57
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

▽
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
次
に
該
当
す
る
人

①

大
学
を
卒
業
し
た
人
、
お
よ
び

平
成
16
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
人

②

人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

受
付
期
間

４
月
１
日
C
〜
17
日
E

試
験
日(

１
次
試
験)

６
月
15
日
A

問
い
合
わ
せ
先

▽
筑
紫
税
務
署
総
務
課

1(

923)

１
４
０
０
　
5(

924)

６
１
７
７

▽
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課

1(

411)

０
０
３
１

http://w
w
w
.fukuo

ka.nta.go
.jp

募
集
種
別

▽
裁
判
所
事
務
官
1
種

▽
裁
判
所
事
務
官
2
種

▽
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
1
種

対
象

い
ず
れ
も
４
月
１
日
現
在
、
21

歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

※

裁
判
所
事
務
官
2
種
試
験
は
、
21

歳
未
満
の
人
で
も
受
験
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間

４
月
１
日
C
〜
15
日
C

第
１
次
試
験
日

５
月
18
日
A

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
地
方
裁
判
所
事

務
局
人
事
課

1(

781)

３
１
４
１
　
内
線
３
１
５
９

5(

741)

７
２
１
０

h
ttp
://w
w
w
.co
u
rts.g

o
.jp
/

遊
び
塾
あ
り
ギ
リ
ス

韓
国
お
た
か
ら
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

国
税
専
門
官
募
集



お
知
ら
せ

16

2003.  4.  1 市報かすが

成
年
後
見
制
度
と
は
、
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
人
が
、自
ら
の
権
利
を
守
り
、

自
分
の
意
思
に
基
づ
い
た
日
常
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

「
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
」
で
は
、
こ

の
制
度
を
法
的
に
支
援
し
て
い
く
た
め
、

老
後
の
不
安
を
持
っ
て
い
る
人
な
ど
に

対
し
て
、
福
祉
や
人
権
な
ど
の
研
修
を

受
け
た
司
法
書
士
が
無
料
電
話
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

「
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
か
ら
、
病

気
に
な
っ
た
と
き
の
入
院
手
続
き
は
」、

「
痴
ほ
う
に
な
っ
た
ら
毎
日
の
生
活
は
」

な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

毎
週
月
〜
金
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

相
談
先

^
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ

ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
福
岡
支
部

1(

738)

７
０
５
０
　
5(

738)

１
６
６
０

小
中
学
校
で
行
っ
て
い
た
ツ
ベ
リ
ク

リ
ン
反
応
検
査
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
、
結

核
予
防
法
の
改
正
に
よ
り
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
た
め
、
今
後
、
市
が
無
料
で
行

う
ツ
ベ
リ
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接
種
は
、
生
後
３
か
月
か
ら
４
歳
未
満

の
子
ど
も
を
対
象
に
実
施
す
る
検
査
と

接
種
の
み
と
な
り
ま
す
。

予
防
接
種
は
一
生
涯
に
１
回
だ
け
で

有
効
で
す
。
忘
れ
ず
に
こ
の
期
間
に
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
４

歳
以
上
の
子
ど
も
で
受
け
て
い
な
い
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(
501)

１
１
３
４
　
5(

501)

０
０
５
１

身
長
・
体
重
の
測
定
や
、
離
乳
食
、

育
児
、
成
長
発
達
、
予
防
接
種
な
ど
に

つ
い
て
保
健
師
・
栄
養
士
・
保
育
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
４
月
８
日
C

受
付

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー(

須
玖
南
１
―

91)

▽
４
月
22
日
C

受
付

午
前
10
時
〜
11
時

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―
１
２

０)

※

今
後
の
日
程
は
、
健
康
カ
レ
ン
ダ

ー
や
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て
く
だ

さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４
　
5(

501)

０
０
５
１

福
岡
徳
洲
会

と
く
し
ゅ
う
か
い

病
院
の
医
師
な
ど
に
よ

る
、
わ
か
り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
健

康
教
室
で
す
。
予
約
は
不
要
で
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
４
月
11
日
F
・
「
前
立
腺
が
ん
に
つ

い
て
」
・
大
森

お
お
も
り

章
男

あ

き

お

さ
ん(

泌
尿
器

科
部
長)

▽
４
月
18
日
F
・「
花
粉
症
に
つ
い
て
」

・
前
山

ま
え
や
ま

忠
嗣

た
だ
つ
ぐ

さ
ん(

ア
レ
ル
ギ
ー
科

部
長)

▽
４
月
25
日
F

・
「
貧
血
予
防
の
食

事
」
・
中
安

な
か
や
す

知
何

と

も

か

さ
ん(

管
理
栄
養

士
主
任)

時
間

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
６

階
講
堂(

須
玖
北
４
―
５)

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
徳
洲
会
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

1(
573)
６
６
２
２
　
5(

502)

３
４
６
０

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

の
交
流
の
場
で
す
。

日
時

４
月
16
日
D

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４
　
5(

501)

０
０
５
１

健
康
・
保
健�

４
歳
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ
う

結
核
予
防
の
た
め
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

ご
利
用
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

健
康
教
室

子
育
て
教
室

児
童
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

相
　
談�

成
年
後
見

せ
い
ね
ん
こ
う
け
ん

制
度
無
料
電
話
相
談

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

私
た
ち
は
普
段
、
呼
吸
の
こ
と
な

ど
あ
ま
り
気
に
し
ま
せ
ん
。
と
き
に

は
意
識
し
て
深
呼
吸
し
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
も
は
自
律

神
経
に
ま
か
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
呼
吸
が
突
然
乱
れ
、

息
苦
し
く
な
っ
て
懸
命
に
深
呼
吸
を

繰
り
返
す
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
が
「
過
換
気
症
候
群
」
で
す
。

通
常
、
人
の
血
液
は
二
酸
化
炭
素

と
酸
素
の
濃
度
バ
ラ
ン
ス
が
一
定
に

保
た
れ
、
酸
性
に
も
ア
ル
カ
リ
性
に

も
偏
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
深
呼
吸
を
繰
り
返
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
血
液
中
の
二
酸
化

炭
素
は
急
速
に
体
外
に
排
出
さ
れ
て

濃
度
が
低
下
し
、
逆
に
酸
素
の
濃
度

が
上
昇
し
て
血
液
が
ア
ル
カ
リ
性
に

傾
い
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

手
足
が
し
び
れ
た
り
、
筋
肉
が
硬
直

し
た
り
し
て
息
苦
し
さ
を
感
じ
、
そ

れ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
深
呼
吸
を

繰
り
返
し
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
で

す
。
な
か
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
体

症
状
が
現
わ
れ
る
た
め
、「
死
ん
で

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不

安
を
感
じ
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。万

一
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
紙
袋
を
口
に
あ
て
、

そ
の
中
で
呼
吸
し
て
、
自
分
の
吐
い

た
息
を
再
び
吸
う
よ
う
に
し
ま
す
。

こ
れ
を
繰
り
返
す
と
血
中
の
二
酸
化

炭
素
の
濃
度
が
通
常
の
レ
ベ
ル
に
ま

で
戻
り
、
し
び
れ
や
筋
肉
の
硬
直
も

軽
減
し
て
、
徐
々
に
気
持
ち
も
落
ち

つ
い
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
応

急
処
置
で
あ
り
、
ど
う
し
て
突
然
息

苦
し
い
状
態
に
な
る
の
か
を
考
え
な

け
れ
ば
根
本
的
な
治
療
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

過
換
気
症
候
群
は
、
不
安
や
緊
張
、

葛
藤

か
っ
と
う

な
ど
の
心
の
問
題
が
影
響
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
自
分

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
人
に
話

し
、
自
分
を
み
つ
め
、
表
現
す
る
こ

と
が
一
番
の
治
療
法
で
す
。
こ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
の
底
に
あ
る

不
安
感
や
緊
張
感
を
和
ら
げ
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

見元
み も と

伊津子
い つ こ

さん

(乙金
おとがね

病院医師) 5

過
換
気
症
候
群
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
や
よ
い
」
の

須
玖
線
の
ダ
イ
ヤ
が
、
岡
本
交
差
点
付

近
の
渋
滞
の
た
め
乱
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
解
決
策
と
し
て
、
須
玖
北
地

区
内
の
道
路
を
改
良
し
、
岡
本
交
差
点

を
回
避
す
る
ル
ー
ト
に
変
更
す
る
よ
う
、

現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
の
間
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
４
３

労
働
保
険(

労
災
保
険
・
雇
用
保
険)

の
適
用
事
業
場
は
、
毎
年
、「
年
度
更

新
手
続
き
」
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
前
年
度
の
概
算
保
険
料
を

確
定
精
算
し
、
今
年
度
の
概
算
保
険
料

を
申
告
・
納
付
す
る
手
続
き
で
す
。

早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
期
間

４
月
１
日
C
〜
５
月
20

日
C

問
い
合
わ
せ
先

○
労
働
保
険
番
号
の
頭
３
桁
が
「
４
０

１
」
の
申
告
書
に
つ
い
て

▽
労
働
基
準
監
督
署

▽
福
岡
労
働
局
労
働
保
険
適
用
室

適
用
第
１
・
２
係

1(

434)

９
８
３
３

○
労
働
保
険
番
号
の
頭
３
桁
が
「
４
０

３
」
の
申
告
書
に
つ
い
て

福
岡
労
働
局
労
働
保
険
適
用
室
適
用

第
３
係

1(

434)

９
８
３
４

http://w
w
w
.fukuoka.plb.go.jp/

「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム(

住
基
ネ
ッ
ト
）」
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
４
月
１
日
か

ら
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
に
必
要
だ
っ

た
住
民
票
の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま

す
。

た
だ
し
、
最
近
、
住
所
変
更
し
た
人

は
、
住
民
票
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

な
お
、
住
民
票
以
外
の
書
類
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
パ
ス
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

1(

725)

９
０
０
１
　
5(

725)

９
０
０
５

※

市
は
、
こ
の
住
基
ネ
ッ
ト
利
用
に

先
立
っ
て
、
昨
年
８
月
、
す
べ
て
の

市
民
に
住
民
票
コ
ー
ド(

11
け
た
の

数
字
）を
郵
便
で
通
知
し
て
い
ま
す
。

不
在
な
ど
の
理
由
で
ま
だ
受
け
取

っ
て
い
な
い
人
は
、
市
民
課
窓
口
に

取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
４
１

中
世
、
領
主
た
ち
は
、
一
人
で
多
数

の
城
を
持
っ
て
い
て
、
福
岡
平
野
に
も

た
く
さ
ん
の
城
が
あ
り
ま
し
た
。

平
地
に
建
て
ら
れ
、
天
守
や
多
数
の

櫓や
ぐ
ら

、
水
を
た
た
え
た
堀
を
持
つ
近
世
の

城
と
違
っ
て
、
中
世
の
城
は
、
山
の
上

に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
屋
根
を

切
り
取
っ
た
堀
切

ほ
り
ぎ
り

や
、
山
腹
を
え
ぐ
っ

た
竪
堀

た
て
ぼ
り

、
棚
田
の
よ
う
な
多
数
の
曲
輪

く

る

わ

な
ど
、
地
形
を
利
用
し
た
複
雑
な
形
を

し
て
い
ま
し
た
。

福
岡
平
野
に
あ
っ
た
主
な
城
は
、
立た

ち

花ば
な

城
や
若
杉

わ
か
す
ぎ

山
西
方
の
高
鳥
居

た
か
と
り
い

城
、
四し

王
子

お

う

じ

山
の
岩
屋

い

わ

や

城
、
宝
満

ほ
う
ま
ん

山
頂
の
宝
満

城
、
筑
紫
野
の
天
拝
山

て
ん
ぱ
い
ざ
ん

城
、
油

あ
ぶ
ら

山
の
荒あ

ら

平ひ
ら

城
、
那
珂
川
南
畑

み
な
み
は
た

の
一
ノ
岳

い
ち
の
た
け

城
な
ど

で
す
。
こ
の
他
に
も
、
小
さ
な
城
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、

下
白
水
に
あ
っ
た
天
浦

あ
ま
う
ら

城
で
す
。

こ
の
天
浦
城
は
、
現
在
の
「
泉
入
口
」

の
交
差
点
か
ら
弥
永
団
地
の
方
に
曲
が

っ
た
右
手
に
あ
る
低
丘
陵
地(

下
白
水

字
古
水

あ
ざ
こ
す
い)

に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

「
天
浦
」
と
い
う
の
は
古
水
の
西
方
に

あ
る
地
名(

字
名)

で
、
な
ぜ
「
古
水
」

に
あ
る
城
が
「
天
浦
」
な
の
か
は
分
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
の
記
録
や
筑
前
続

ち
く
ぜ
ん
ぞ
く

風
土
記

ふ

ど

き

、

続
風
土
記
附
録
、
続
風
土
記
捨
遺

し
ゅ
う
い

に
、

中
心
は
広
さ
一
反た

ん

余
り
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
そ
の
南
に
三
畝せ

ば
か
り
の
平
地
が

あ
り
、
そ
の
間
に
堀
が
あ
っ
た
こ
と
、

城
主
は
、
戦
国
時
代
に
鳥
栖

と

す

か
ら
春
日

周
辺
ま
で
を
支
配
し
た
筑
紫
氏
の
家
臣

嶋
鎮
慶

し
ま
ち
ん
け
い(

嶋
備
後
守
忠
茂

し
ま
び
ん
ご
の
か
み
た
だ
し
げ)

だ
っ
た
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
筑
紫

氏
の
重
臣
で
あ
っ
た
嶋
鎮
慶
が
、
天
浦

城
に
た
え
ず
在
城
し
て
い
た
と
は
思
え

ま
せ
ん
。

ま
た
、
中
世
の
城
に
し
て
は
、
ほ
ぼ

平
地
に
あ
り
、
防
衛
の
た
め
の
急
峻

し
ゅ
ん

な

高
地
も
守
る
た
め
の
河
川
も
あ
り
ま
せ

ん
。
西
側
に
は
現
在
で
も
低
い
な
が
ら

丘
陵
が
切
れ
込
み
、
そ
の
下
は
低
湿
地

の
田
だ
っ
た
の
で
活
動
が
制
約
さ
れ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
南
側
に
は
堀
が
２
本

あ
っ
て
、
そ
れ
は
昭
和
初
期
ま
で
残
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
走
り
井
の

あ
る
小
さ
な
川
も
堀
の
役
目
を
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
東
側
の
防
衛
は
ど
う
考
え

て
も
手
薄
で
す
。
主
郭

し
ゅ
か
く

に
小
さ
な
曲
輪

が
つ
い
た
城
で
は
、
大
軍
を
相
手
に
戦

う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
文
書
や
周
囲
の
状
況
か

ら
み
て
、
こ
の
城
の
規
模
は
大
き
く
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
古
水
に
あ
る
「
屋
敷

や

し

き

方か
た

」
や

「
城き

戸ど

」
と
い
う
地
名
か
ら
、
城
は
南

に
向
か
っ
て
開
い
て
い
た
こ
と
も
わ
か

り
ま
す
。

こ
の
天
浦
城
は
、
筑
紫
氏
の
北
東
端

の
城
と
し
て
、
福
岡
東
部
山
沿
い
に
展

開
す
る
大
友

お
お
と
も

氏
と
対
峙じ

す
る
前
線
の
城

で
あ
り
、
筑
紫
氏
の
根
拠
で
あ
る
那
珂

川
か
ら
筑
紫
山
地
へ
の
通
路
を
見
張
る

も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺
崎

て
ら
さ
き

直
利

な
お
と
し

291

春
日
市
の
中
世
の
城

そ
の
他�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
や
よ
い
」

須
玖
線
で
ダ
イ
ヤ
の
乱
れ

お
忘
れ
な
く

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請

住
民
票
の
提
出
が
不
要
に

○
春
日
第
一
幼
稚
園→

森
の
木
幼
稚
園

所
在
地

昇
町
２
―
85

1(

592)

３
９
７
７
5(

573)

２
５
６
２

○
春
日
第
二
幼
稚
園→

く
す
の
木
幼
稚

園所
在
地

若
葉
台
西
６
―
１
０
３

1(

571)

０
２
５
４
5(

582)

９
５
６
８

○
春
日
西
幼
稚
園→

も
み
の
木
幼
稚
園

所
在
地

上
白
水
４
４
５
―
２

1(

582)

４
２
９
２
5(

573)

２
１
４
６

問
い
合
わ
せ
先

市
教
務
課

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
５
３

４
月
１
日
か
ら
園
名
が
変
わ
り
ま
す

市
内
の
私
立
３
幼
稚
園



あ
そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー

18

1 1

¡

¡

¡

¡

¡

¡

¡

4
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

1

児
童
セ
ン
タ
―
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

ク
ラ
ブ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
も
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

○
冒
険
ク
ラ
ブ

対
象

小
学
１
年
生
以
上

※

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー
は
３
年
生

以
上
で
す
。

定
員

各
セ
ン
タ
―
10
人
程
度(

申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選)

会
費(

年
間)

２，

０
０
０
円

説
明
会
日
時

４
月
６
日
A

▽
光
町
児
童
セ
ン
タ
ー
　
午
前
10
時

30
分
〜

▽
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー
　
午
後
１
時

〜
▽
毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー
　
午
後
１
時

30
分
〜

申
込
方
法

説
明
会
終
了
後
か
ら
４

月
20
日
A
ま
で
に
各
セ
ン
タ

―
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

で
申
し
込
む

○
み
ん
な
で
あ
・
そ
・
ぼ

対
象

２
〜
４
歳
児(

４
月
１
日
現

在)

と
そ
の
保
護
者

定
員

各
セ
ン
タ
―
１
５
０
人(

申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選)

会
費(

年
間)

３，

０
０
０
円

申
込
方
法

４
月
８
日
C
〜
22
日
C

に
、
各
セ
ン
タ
―
に
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
で
申
し
込
む

※

い
ず
れ
も
、
市
内
に
住
ん
で
い
る

人
が
対
象
で
す
。

ま
た
複
数
の
児
童
セ
ン
タ
―
へ
の

重
複
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

各
児
童
セ
ン
タ
―

2003.  4.  1 市報かすが



曇
り
の
ち
晴
れ
・
ク
イ
ズ
・
散
歩
道

19

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
や
よ
い
」
が
、

市
内
を
元
気
に
走
っ
て
い
ま
す
。
最
初

の
一
週
間
の
乗
客
数
は
３，
６
８
８
人
。

市
の
予
想(

一
日
平
均
４
２
０
人)

を

25
％
ほ
ど
上
ま
わ
り
、
好
調
で
す
▼
試

乗
会
で
バ
ス
に
乗
り
ま
し
た
が
、
ゆ
れ

も
少
な
く
乗
り
心
地
は
最
高
。
５
・
３

r
タ
ー
ボ
エ
ン
ジ
ン
で
き
び
き
び
と
走

っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
知
ら

な
い
道
を
走
る
の
で
、
車
窓
の
風
景
も

新
鮮
で
す
▼
翌
日
、
市
内
へ
出
か
け
る

と
、
さ
っ
そ
く
鮮
や
か
な
水
色
の
バ
ス

が
目
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
思
わ
ず
子

ど
も
が
、「
ど
こ
の
幼
稚
園
バ
ス
」
と

聞
い
て
き
た
ほ
ど
。
か
わ
い
ら
し
い
デ

ザ
イ
ン
が
気
に
入
っ
た
様
子
で
す
▼
私

は
那
珂
川
町
に
住
ん
で
い
る
の
で
す

が
、
せ
っ
か
く
で
す
か
ら
、
春
休
み
に

子
ど
も
と
乗
り
に
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
連
れ
な
ら
、
遊
具
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
白
水
大
池
公
園
が
お
薦
め
。

も
ち
ろ
ん
、
大
人
は
花
見
で
す
。
バ
ス

な
ら
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
も
飲
酒
運
転
に

は
な
り
ま
せ
ん
▼
歴
史
資
料
館
を
中
心

に
遺
跡
め
ぐ
り
も
春
日
ら
し
い
で
す

ね
。
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
の
土
曜

シ
ア
タ
ー
だ
と
、
映
画
代
が
３
０
０
円

な
の
で
、
往
復
の
バ
ス
代
を
含
め
て
ワ

ン
コ
イ
ン
（
５
０
０
円
）
で
済
み
ま
す

▼
ま
す
ま
す
便
利
で
快
適
に
な
る
春

日
。
私
も
、
春
日
市
に
引
っ
越
そ
う
か

な
。

さ
あ
、
出
か
け
よ
う

問１　②コミュニティバスやよい
問２　③30分100円
問３　②５月12日
問４　①東口
問５　③バルーンアート
（応募総数　56通）

春日市長・市議会議員選挙はいつ？
①4月13日
②4月20日
③4月27日

毎月14日は何の日？
①ノーマイカーデー
②ノンアルコールデー
③ノースモーキングデー

春日市内にあった城は？
①宝満城
②天浦城
③一ノ岳城

ふれあい探検隊が行うのは？
①野外キャンプ
②野外クッキング
③野外コンサート

ＢＣＧ無料接種は何歳まで？
①４歳未満
②12歳未満
③18歳未満

ヒント　ほかのページを見てください。

応募方法　ハガキに、①市報の月日号
②クイズの答え③住所④氏
名⑤電話番号⑥市報に関す
る感想や要望などを書い
て、送ってください。

あて先　〒816－8501 春日市役所広
報担当

締め切り日　４月21日B（必着）
※ 全問正解者の中から抽選で、10人
に図書券(500円分)を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表に

代えさせていただきます。

問1

問2

問3

問4

問5

石内
いしうち

千恵子
ち え こ

さん

ねんりんピック
なぎなた競技で特別賞
を受賞

昨
年
10
月
に
福
島
県
で
行
わ
れ
た

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク(

全
国
健
康
福
祉

祭)

の
な
ぎ
な
た
競
技
に
福
岡
県
代

表
と
し
て
出
場
し
、
特
別
賞
を
受
賞

し
た
の
が
石
内
さ
ん
で
す
。

石
内
さ
ん
が
日
本
古
来
の
伝
統
武

芸
で
あ
る
な
ぎ
な
た
を
始
め
た
の

は
、
今
か
ら
30
年
前
。
お
子
さ
ん
に

手
が
か
か
ら
な
く
な
り
、
自
分
の
時

間
が
で
き
た
た
め
、
身
体
を
動
か
そ

う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

そ
の
後
、
県
民
体
育
大
会
で
優
勝
す

る
な
ど
、
数
々
の
成
績
を
挙
げ
て
き

ま
し
た
。

そ
の
経
験
を
生
か
し
、
昭
和
61
年
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
な
ぎ
な
た
の

指
導
を
始
め
ま
し
た
。
女
性
の
ス
ポ

ー
ツ
と
思
わ
れ
が
ち
な
な
ぎ
な
た
で

す
が
、
現
在
で
は
幼
稚
園
の
子
ど
も

か
ら
90
歳
の
男
性
ま
で
25
人
が
参
加

す
る
「
春
日
市
な
ぎ
な
た
ク
ラ
ブ
椰な

ぎ

の
会
」
と
し
て
稽
古
を
重
ね
て
い
ま

す
。「

皆
が
喜
々
と
し
て
稽
古
に
励
ん

で
い
る
姿
を
見
る
の
は
、
と
て
も
幸

福
に
思
う
時
間
で
す
。
稽
古
中
も
会

話
を
し
な
が
ら
、
相
手
と
の
心
の
交

流
を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
指
導
の

喜
び
を
か
み
締
め
て
い
ま
す
。

そ
の
指
導
が
実
り
、
小
学
生
か
ら

稽
古
に
来
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
立

派
に
成
長
し
、
現
在
で
は
ク
ラ
ブ
の

中
心
的
な
存
在
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
は
、
そ
の
子
た
ち
が

指
導
者
と
し
て
ク
ラ
ブ
を
引
っ
張
っ

て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
夢
だ
そ
う

で
す
。

ま
た
、
石
内
さ
ん
は
地
区
の
民
生

・
児
童
委
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い

ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
、

涙
な
が
ら
に
相
談
を
持
ち
か
け
て
く

る
と
き
も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な

と
き
も
、
な
ぎ
な
た
の
精
神
を
生
か

し
、
真
摯

し

ん

し

に
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
そ

う
で
す
。
平
成
元
年
か
ら
始
め
た
こ

の
仕
事
も
、
今
年
で
15
年
。
そ
の
活

動
実
績
が
評
価
さ
れ
て
、
県
知
事
表

彰
も
受
け
ま
し
た
。

平
成
17
年
秋
に
は
、
福
岡
県
で
再

び
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が
行
わ
れ

ま
す
。「
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
競

技
者
と
し
て
、
福
島
大
会
以
上
に
温

か
い
も
て
な
し
で
迎
え
、
大
会
を
成

功
さ
せ
た
い
で
す
」
と
、
大
会
に
か

け
る
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｋ



◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
写
真
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△子どもたちの笑顔に春の兆し　２月28日　春日野小学校
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●市の人口　１０８，２６２人�
　　　　　（前月比＋107人） �

　　女５４，９４４人　男５３，３１８人�
●世帯数　　４１，８１８世帯�

●転入　549人　●出生　  95人�

●転出　490人　●死亡　  45人�

　　　　　　　　（2月28日現在）�

暴力のない明るい住みよいまちにしようと２月25日、市
役所で暴力追放市民総決起大会が行われました。
この日は、春日市暴力追放推進市民協議会に加盟している、

市議会議員、自治会長、学校、ＰＴＡ、体育協会、文化協会、
市民団体、医師会、金融関係者、土木関係者など多数が参加。
暴力追放に対する決意を新たにし、駅前などで街頭啓発活動
を行いました。
私たち市民は、「暴力団を恐れない」「暴力団にお金を払わ

ない」「暴力団を利用しない」という強い姿勢を持ち、力を
合わせ暴力を追放することが大切です。なお、暴力による被
害を受けた場合などは、すぐにご相談ください。
相談先
u暴力相談ダイヤル(暴力団対策課) 1(622)０７０４
u暴力追放福岡県民会議　1(651)８９３８

ＪＲ春日駅の新駅舎完成式典が、３月15日、駅舎２
階の「自由通路」で行われました。
ＪＲが主催したこの式典には、井上市長をはじめ、地元

の春日原と千歳町両地区の自治会長や工事の関係者が出席。
春日シティユースマーチングバンド「ラスカルズ」が演奏する

中テープカットが行われ、新駅舎の利用が始まりました。
この駅舎に隣接する千歳大橋の橋上バス停には、この日からコ

ミュニティバスも停車。降りてきた乗客は、そのまま駅舎に入れ
る便利さに驚いていました。
武道
ぶ ど う

誠一
せいいち

春日駅長は、「仮駅舎で長い間不便をおかけしました。
これからは、職員一同、素晴らしい駅になるよう全精力を注いで
いきます」と、あいさつしました。

３月15日、ふれあい文化センターギャラリーで｢生涯学習市民のつど
い｣が開催され、｢子どもを地域で育てよう実践発表会｣と｢人材バンク見
本市｣が行われました。これは、学校や家庭、地域で、心豊かな青少年の
育成を進めてもらおうと市が主催したものです。
実践発表会では、子どもの居場所づくりに取り組んでいる地域や団体

が集まり、｢大谷地区アンビシャス広場｣の下田
し も だ

宣男
の り お

委員長と｢なんちゅう
カレッジ｣の五十川

い そ が わ

直行
なおゆき

事務局長が、取り組みの事例発表を行いました。
その後の見本市では、市総合人材バンクに登録している講師たちによ

る｢外国文化紹介｣｢三味線｣｢バルーンアート｣などの体験会が行われ、た
くさんの子どもたちや親子連れでにぎわいました。

△市の新しい玄関口がオープン

△体験会では自転車の修理整備もありました

△筑紫野警察署から管内の状況について報告




